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The Art of Open-Source - 
Reimagine Intelligent Vehicles

自動運転に資するあらゆるテクノロジーを開放し、様々

な組織、個人がその発展に貢献できる持続的なエコシ

ステムを構築する。

Vision

自動運転の民主化
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30+
VEHICLES

20+
COUNTRIES

Open Source 
Autonomous Driving 
software
Autoware

Autowareは、LinuxとROSをベースとした、世界初のオープン

ソース自運転ソフトウェアで、自動運転を設計する上で必要な

全ての機能を有している。

ティアフォーはAutoware開発をその設立当初からリードし、安心

・安全な自動運転の実装のために数々の実地走行を世界中の

さまざまな環境下で行っている。

500+
COMPANIES

AutowareはThe Autoware Foundation (AWF)の登録商標
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自動運転に関する政府の方針

● デジタル田園都市国家構想総合戦略（ 2022年12月23日閣議決定）

出所：https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/pdf/20221223_honbun.pdf
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自動運転に関する道路交通法改正

出所：https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/selfdriving/L4-summary.pdf
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18+
都道府県

50+
市区町村

国内での弊社の

実証実験実績

70+
ODD

大館市

塩尻市

飯田市

玉野市

福岡市

大阪市

モリコロパーク

西尾市

豊田市

お台場

新宿

仙台空港 国内18都道府県、約50市町村の公道での実走行試験を実施。

70件以上のODDを達成し、自動運転技術のリーダーとして国内

トップクラスに位置づけられる。
成田空港
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通信に係る主な弊社関連実績（一部抜粋）とその位置づけ

実施場所 車両 遠隔監視 信号連携 OTA(Over the air)

長野県塩尻市 JPN 
TAXI・GSM8 ✔ ✔

東京都西新宿 JPN TAXI ✔ ✔

成田空港 GSM8 ✔

愛知県日間賀島 リエッセ ✔

兵庫県理化学研究所 リエッセ ✔

愛知県常滑市 エスティマ ✔

車載ソフトウェアのアッ
プデートを無線通信で

実現する技術

大規模な市場投入に
必要不可欠だが未だ
自治体等との実証が
できていない技術

自動運転走行時に必要な技術
（遠隔監視はオペレータ搭乗時は

必須ではない）

自動運転ソフトウェアの
クオリティ向上に必要な技術
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直近5Gにおいては遠隔監視対応のための帯域保障に期待、ビ

ジネス視点ではOTAに耐えうる通信の出現に期待

5Gに対する期待 課題

遠隔監視

信号連携

OTA
● 自動運転ソフトウェアや高精度

地図等大容量の容易なアップ
デート

● ビジネスにおいては大容量通
信のコストが課題

● スケール前・自動運転普及時
の支援が不可欠

● 遅延のない通信による的確な
情報連携

● 走行時の認識に対する確実性
向上

● ビジネスにおいてはインフラ整
備のスピードが課題

● 国際動向も注視しガラパゴスに
ならないような方針が必要

● 安全性確保のためのクオリティ
コントロールvsコスト

● 国際動向からガラパゴスになら
ないような方針が必要

● 地方におけるインフラ整備

● 帯域保障による確実な遠隔監
視の実現

● 高精細でクオリティの高い遠隔
監視の実現



TIER IV

CONTACT US

https://tier4.jp/


